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平成２１年

５．７
広島市立阿戸中学校

自主・敬愛・責任

新年度を迎えて、新しい阿戸中がスタートいたしました。

いろんな“チェンジ”の中で、大きく“チャレンジ”して、学校教

育目標である『自主・敬愛・責任を行動に表す生徒（元気な阿戸

中生）の育成』に向けて、また、今年のスローガンである『熱中・

感動・夢づくり』を合い言葉に、教職員心を一つにして一年間頑張

って参ります。忌憚のないご意見、ご指導、ご支援をいただきますよ

う、どうぞよろしくお願い申し上げます。

新入生を迎えました
４月６日（月）、満開の桜のもとで入学式が行われ、男子１５名・

女子１０名の計２５名が、新しく阿戸中の仲間になりました。

多くの地域ご来賓、保護者の方々や在校生に見守られ、緊張感あ

ふれる中で、とても立派な姿を見せてくれました。全員の元気な返事、

中学校生活への期待を感じさせる誓いの言葉、そしてなにより、入

場の際に誰も彼もピッと９０度に体ごと曲げる姿にほほえましさと、

「よーし、大丈夫だ。この子たちと一緒に頑張るぞ！」という新鮮な

やる気を私たちに与えてくれた入学式でした。

この素直な子どもたちを、これからの３年間阿戸中学校が責任を

持ってお預かりし、大きく成長させていく教育活動を実践して参ります。

ある調査によると、中学２年生の42％

が自宅学習０時間だそうです。国際比較

調査では、１日の自宅学習時間が30分以下の生徒は、日本が41.1％、

アメリカが21％、韓国が11.3％。また、全校の３分の２以上を占める

生徒の自宅学習時間は、韓国では２－３時間、アメリカで１－２時間、

日本は30ー１時間だそうです。

一方、日本社会の変化にともない人々の価値観や生き方、人間

関係などが変わってきており、目標を社会全体が共有し、人々が、

それに向けて邁進するような時代が過去のものとなった今、個人が

生きがいや人生の目標を見出すことは、ますます困難になりつつある

と感じています。このような社会変化の中で、次世代を担う子どもた

ちが、学び、働き、生きることの意味を自覚し、将来への意欲を高

めていくためには、学びの「入口」である義務教育が果たす役割が、

これまで以上に重要となっています。

こうしたことから、「わかった！」「できた！」「なるほど！」など、子

どもの心に感動や達成感を生み出す活動を行うことで、子どもは学ぶ喜びを感じ、それが子どもに

学力をつけることになると考えます。そして、子どもと教職員が喜びを共有することができたら、教

職員のやりがいにもつながると思います。

つまり、学校の授業＋αといった「学ぶ」意欲のある生徒を育てるために、「熱中！感動！夢づくり！」

のある教育を求め、学校生活の中にも、そして普段の生活の中にも＋αの「学び」を生徒に経験さ

せたいと思っていますので、今後とも保護者、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。
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素晴らしい阿戸中生 １！！ ワンチャイム導入！
お気づきですか？ 阿戸中が静かになりました。

この４月より、ノーチャイムならぬワンチャイムを実施しています。

一日の内で登校時間の８時２５分だけチャイムが鳴り、後は下校ま

での学校生活の中で全くチャイムが鳴らないのです。もちろん授

業開始、終了もです。子どもたちが時計を見て、行動するのです。

ねらいは校訓の「自主・責任」を行動に表すことです。

実は３月に偶然ノーチャイムについて子どもたちが意見文を書い

たり、ディベートをしたことがありました。その結果、ノーチャイム

賛成派がクラスの２／３を占め、賛成意見の主流は、「自分で時計

を見て動くことが癖付けば、自主性と責任感がつく」「将来役に立つ」

「仲間同士で声かけができコミュニケーションが図れる」というも

のでした。驚きでした。子どもたちは考える力を持っているという

ことを教えられました。

３月末、全く別の所からノーチャイム導入の意見が出たときには

迷うことなく“やってみよう！”という機運になりました。子どもた

ちの意見があったからこそ、自信を持って踏み切ることができた

のです。

さて４月９日からのワンチャイム開始。全く違和感なく、毎日が

スムースに進んでいます。チャイムが鳴るのを“待つ”必要がな

くなったので、そろえば授業が始められます。授業の終わりは気

にする必要はありません。時間を過ぎれば子どもたちが黙っては

いません。おかげで混乱もなく、当たり前のこととして進んでい

ます。まさにあっという間にできた阿戸中の新しい取り組みでした。
阿戸中の子どもたちの素晴らしさを感じさせるワンチャイム。これ

をきっかけに、自分で判断して動くこと、行動に責任を持つことを

育てていきたいです。（１回だけチャイムを残したのは、皆勤賞表

彰を実施しているためです）

本年度より教頭という

素晴らしい阿戸中生 ２！！ １年生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ合宿 立場で阿戸中学校のため

入学して間もなくの４月１5日（水）～１7日（金）の間、１年生 に働かせていただくこと

が江田島青少年交流の家に合宿に参りました。ここでも子どもた になりました藤本でござ

ちが素晴らしい力を発揮してくれ、大変よい合宿になりました。中 います。「慣れ」を、見

高生４校、６００人ぐらいでの共同生活は、小さい社会しか知らな 知った環境だからこそで

い子どもたちにはとてもよい経験でした。合同の朝夕の集いでは５ きる「チャレンジ」に換

分前行動だと最後になってしまうこと、びくともしてはいけない整 えて、“阿戸町に密着し

列があること、すれ違う膨大な人たちと挨拶をしなければ通れな た阿戸中”にしていくた

い廊下、混雑した食堂でのマナー、そしてあまりのきつさに励まし めに頑張る所存でござい

合いながら登った登山、みんなで心を一つにすれば進んでいくカ ます。どうぞよろしくお

ッター訓練、クラスメートとのトラブルをしまい込まずに先生と一 願い致します。

緒に解決しようとしたこと。楽しかったドミノ、おいしかった食事、 学校だより新年度版が

頑張った勉強、いろいろありますが、広い社会を経験したこと、 大変遅くなり申し訳ござ

仲間を意識したことが一番の成果でした。 いません。以後楽しく豊

３日間の共同生活で一日一日成長し、帰ってから かな紙面を目指して編集

の１年生は、すっかり阿戸中生になりました。 を頑張ってまいります。
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